
Broaden your horizons 〜さぁ、視野を広げて！〜

門外不出の秘薬
先日、友人に誘われて神戸のUCCコーヒー博物館を訪れました。

そこで知ったのは、コーヒーが今のような嗜好品ではなく、薬として
扱われていたという歴史です。かつてイスラム教圏で門外不出の秘
薬とされており、夜の礼拝で眠気を抑え、精神を覚醒させるために
用いられ、その存在は一般の人々にはほとんど知られていなかった
そうです。
館内ではコーヒーの苗や実から一杯のコーヒーができるまでの

工程も紹介されていました。その過程を見るにつれ、「最初にこれ
を飲み物にしようと考えた人は本当にすごい」と感心せずにはいら
れませんでした。タコやウニを初めて口にした人も勇気があったと
思いますが、コーヒーは収穫した豆を乾燥させ、さらに焙煎して飲み
物に仕上げます。先人たちの知恵と勇気には感謝しかありません。
一方で、コーヒーは多くの人を魅了する飲み物でもあります。好

きな人は何杯でも飲みたくなるようですが、飲み過ぎには注意が必
要です。一般的には1日3杯程度が適量とされ、5杯以上になると摂
り過ぎともいわれています。ちなみに私は苦みの強いコーヒーが
少し苦手で、カプチーノやカフェラテが好きです。どちらかといえば
紅茶を選ぶことの方が多いのですが、それでも今回の博物館見学
は十分に楽しむことができました。身近な飲み物の意外な歴史に
触れられる場所として、興味のある方は行ってみてくださいね。
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